
第２次総社市総合計画
評価・検証のための

市民満足度調査

結 果

　市では、第２次総社市総合計画の評価と検証を
行うため、８月１日から 31日にかけて、無作為に
抽出した 18 歳から 75 歳までの市民 2000 人を対
象に市民アンケートを実施しました。
　回答は、郵送とインターネットで受け付け。882
人から回答があり、回答率は 44.1％でした。
　主な回答は下のとおりです。広報紙に掲載しき
れなかったものについては、市ホームページに掲
載しています。
　問い合わせ　政策調整課（☎92 8213）

満足度 重要度
１）だれもが住みたくなる総社 3.4 4.3
１　子育て
「子育て王国そうじゃ」をさらに進める 3.5 4.5

２　社会保障
いつまでも総社で安心して暮らす 3.2 4.5

３　住宅・生活基盤
総社に住み続けたくなる 3.5 4.4

４　移住・定住促進
魅力ある総社に住んでもらう 3.4 4.0

５　防災・消防
総社を大地震時の支援拠点にする 3.3 4.2

２）だれもが働きたくなる総社 3.2 4.2
１　雇用
総社で「働きたい」「雇用したい」を応援する 3.2 4.3

２　農林業
総社の農林業を元気にする 3.1 4.0

３　商工業・物流
総社の企業・起業を応援する 3.3 4.2

３）だれもが学びたくなる総社 3.3 4.3
１　学校・幼児教育

だれもが行きたくなる学校をつくる 3.4 4.5

２　家庭教育
家庭や地域の学びを応援する 3.3 4.3

３　スポーツ・文化・生涯学習
総社で生涯学び、スポーツなどをする 3.3 4.1

４）だれもが訪れたくなる総社 3.2 4.2
１　観光

総社の魅力を全国発信する 3.1 4.2

２　都市・社会基盤
地域の実情に応じた土地活用と都市基盤の整備 3.0 4.1

３　自然・環境
美しい総社を未来へつなげる 3.4 4.2

５）だれもが集いたくなる総社 3.1 4.0
１　市民参加

市民みんなで総社を創る 3.2 4.0

２　広域連携
岡山・倉敷などと連動する 3.1 4.0

３　市役所
市役所を改革する 3.0 4.0
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■とても愛着を感じている
■どちらかというと愛着を感じている
■どちらともいえない
■あまり愛着を感じていない
■愛着を感じていない

■これからも住みたい
■どちらかといえば住みたい
■どちらともいえない
■どちらかといえば住みたくない
■住みたくない
　（できれば市外へ引っ越したい）

■よく反映されている
■どちらかといえば反映されている
■どちらともいえない
■あまり反映されていない
■まったく反映されていない
■わからない

■おおいに関心がある
■まあまあ関心がある
■あまり関心がない
■まったく関心がない
■わからない

総社市への愛着度

総社市に住みたい

市政に市民の意見が
反映されている

市政に関心があるか

　総合計画の基本計画である、「だれもが住みたく
なる総社」、「だれもが働きたくなる総社」、「だれ
もが学びたくなる総社」、「だれもが訪れたくなる
総社」、「だれもが集いたくなる総社」についての
調査結果は、上のとおりでした。特に、子育てや
学校教育など、子どもに関する分野の重要度が高
い傾向がみられます。
　総社市に愛着を感じている人は「とても愛着を
感じている」と「どちらかというと愛着を感じて

いる」を合わせると 76％。また、総社市に住みた
いと思っている人は「これからも住みたい」と「ど
ちらかといえば住みたい」を合わせると 83％。市
政に関心があると答えた人は「おおいに関心があ
る」と「まあまあ関心がある」人を合わせて 73％
でした。これらの項目については、高齢者層で高く、
若年層が低い傾向であることも分かりました。
　今回の調査結果を総合計画に反映させ、よりよ
い総社市を目指していきます。
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５段階評価で数値化

広報クイズ
　今月の『広報そうじゃ』を
読んで、次のクイズに答えて
ください。
　Ｑ1　今年度の総社市防災
標語最優秀賞作品は「こわい
のは  ●●●●●  ●●●●」。
いざというときに後悔しないよう、日ごろの備えに努めましょう。
【応募方法】　はがきかメールに答えと住所、氏名、電話番号、
市政や広報紙に対するご意見やご要望を明記のうえ、編集室へ。
正解者のなかから 2 人に「そうじゃ消防署カレー」２個、「赤
米がゆ」１個をセットで贈ります。いただいた意見などは、担
当課から連絡することがあります。
【応募期限】　１月31日㈫
【11月号の答え】　人生設計所
【11月号の当選者】　小野幸恵さん（八代）、森安愛子さん（清音三因）

［応募総数 19件］
【応募先】　〒719－1192　中央一丁目１番１号　総社市役所市政情
報課□ shisei@city.soja.okayama.jp

人口　68,207 人（前月比＋ 38 人）
　　　（うち外国人登録 986 人　前月比＋ 33 人）
　　　　男　33,151 人（前月比＋ 12 人）
　　　　女　35,056 人（前月比＋ 26 人）
世帯数　26,453 世帯（前月比＋ 45 世帯）

　わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉備文化には
ぐくまれている総社市民です。
　このことに誇りと責任をもち明るく豊かなまちをつ
くることにつとめます。
１ 郷土を大切に
　　美しい環境を まもりましょう。
１ 生涯学び
　　明るい家庭を きずきましょう。
１ たがいに助け合い
　　あたたかいまちを つくりましょう。

◎市の花 /れんげ ◎市の木 /もみじ ◎市の鳥 /タンチョウ

人口・世帯数（平成２８年 12 月１日現在）

市 民 憲 章

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥
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自主防災組織での取り組みを発表

　ヒイゴ池湿地の観察会で、湿地の生態
系や保全について学ぶ

（有効回答数：862 人）

（有効回答数：831 人）

（有効回答数：864 人）

（有効回答数：867 人）

広報そうじゃ 2017. １　2021　広報そうじゃ 2017. １


